
 
 

令和７年 1月定例記者会見 

■日時：1月６日（月） 午後１時３０分 

■場所：４階特別会議室  

 

〇会見項目 

《施策》 

１． 台湾ロックバンド「Fire EX.」への宮古市交流親善大使の 

委嘱について 
（企画課） 

２． 令和７年度の客船寄港について （企業立地港湾課） 

３． 横沢温泉静峰苑木質薪ボイラーの導入について （川井総合事務所） 

 

《催事等》 

１． 宮古うみねこ丸「新春冬休みキャンペーン」 （観光課） 

２． 埋蔵文化財センター企画展「近内中村遺跡の聖なる世界」 （文化課） 

３． 宮古市消防団消防出初式 （消防対策課） 

４． 宮古真鱈まつり （水産課） 

５． みやこ復興寄席 （文化課） 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪施策１．台湾ロックバンド「Fire EX.」への宮古市交流親善大使の委嘱について≫ 

毎日新聞 

他の取り組みも含め、海外の方との交流は初めてか。また、今後の取り組みは。 

市長 

これまで、友好協力都市に代表されるように、都市間の交流を行ってまいりました。個人と

の連携は初めてです。今後は、様々な分野に交流を展開したいと考えています。 

 

≪施策２．令和７年度の客船寄港について≫ 

めんこいテレビ 

令和７年度のクルーズ船寄港は、１３回で決定か。 

市長 

外国クルーズ船の寄港予定は１３回ですが、日本船は、未発表であり確認中です。 

 



 
 

岩手日報 

目玉となる客船はあるか。また、消費してもらうような取り組みは。 

市長 

今年度は、乗客数が 2,000人を超える大型クルーズ船が複数寄港します。売店の商品の見

直しや商店街への回遊の工夫、各店舗の入りやすい雰囲気づくり、遊覧船の周知など、各機関

と連携し、消費の拡大に向けて取り組みたいと考えています。 

 

毎日新聞 

過去の寄港実績は。 

市長 

令和６年度は外国クルーズ船８回、日本船２回で合計１０回でした。令和５年度は、外国クルー

ズ船７回、日本船１回で合計８回でした。 

 

毎日新聞 

クルーズ船寄港が増加している要因は。 

市長 

東北や日本全体で寄港が増加しています。また、宮古市は、平成 30年度の外国クルーズ船

寄港時から、受入態勢を整えてまいりました。令和２年１月には、欧州トップセールスを実施し、

客船会社を訪問しました。当時の訪問先の一つである「シルバーシー・クルーズ社」のクルーズ

船に寄港いただいており、トップセールスが実を結んだ形です。さらに、市を挙げてのおもてな

しが好評をいただいております。 

 

≪施策３．横沢温泉静峰苑木質薪ボイラーの導入について≫ 

NHK 

静峰苑は市の施設か。 

市長 

市の施設です。NPO法人かわい元気社が指定管理者となっています。 

 

朝日テレビ 

今回、木質薪ボイラーを導入することで、年間 35 トンの CO2を削減できるということか。

また、コスト的にはどうか。 

市長 

灯油利用時に排出していた年間 35 トンの CO2を削減できる見込みです。燃料費は、灯油

より若干高くなりますが、ランニングコストは、ペレットボイラーやチップボイラーと比較し、木

質薪ボイラーが安価となっています。 

 

《その他》 

朝日新聞 

先月、JRの３月のダイヤ改正が発表されました。市長の受け止めは。 



 
 

市長 

乗客数等を勘案したダイヤ改正だと受け止めています。改正ダイヤに対する市民の声が多く

あったり、影響される人が多かったりする場合は、JRに申し入れを行うことになろうかと思い

ますが、まずは様子を見たいと考えています。 

 

毎日新聞 

関連して、盛岡・宮古間の直通便が１本減便となっている。観光面などへの影響が懸念され

るがどうか。 

市長  

JRは自社の戦略に基づき改正したものと思われます。需要があれば、臨時便という形で観

光列車を運行させることも可能です。真鱈まつりや、毛ガニまつりに併せて臨時便を運行させ

ています。需要等の情報を把握した場合は、JRに提供していきたいと考えています。 

 

読売新聞 

半年後の市長選も含め、今年の市勢への抱負は。 

市長 

まずは残された任期の中で、令和６年度の総括、新年度予算編成や新市 20周年記念事業

など、やらなければならないことに、しっかり取り組んでまいりたいと考えています。 



 資料  

 

 

令和７年１月 

定例記者会見 
 

日 時 令和７年１月６日（月) 午後１時３０分 

 

場 所 宮古市役所４階特別会議室 

 

《項   目》 

《施策》 

１． 台湾ロックバンド「Fire EX.」への宮古市交流親善大使の 

委嘱について 
（企画課） 

２． 令和７年度の客船寄港について （企業立地港湾課） 

３． 横沢温泉静峰苑木質薪ボイラーの導入について （川井総合事務所） 

 

 

《催事等》 

１． 宮古うみねこ丸「新春冬休みキャンペーン」 （観光課） 

２． 埋蔵文化財センター企画展「近内中村遺跡の聖なる世界」 （文化課） 

３． 宮古市消防団消防出初式 （消防対策課） 

４． 宮古真鱈まつり （水産課） 

５． みやこ復興寄席 （文化課） 
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台湾ロックバンド「Fire EX.」への宮古市交流親善大使の委嘱について 

  

表記について、以下のとおり委嘱しましたので、お知らせします。 

 

１．日  時  令和６年１２月１０日（火）午後４時 

２．場  所  公益財団法人日本台湾交流協会台北事務所 

３．被委嘱者  Fire EX.（中国語表記：滅火器） 

４．出 席 者   

Fire EX.「Sam（ボーカル）、ORio（ギター）、JC（ベース）、Kg（ドラムス）」 

宮古市  山本正德市長、橋本久夫市議会議長 

日台交流協会 髙羽 陽 副代表 

 

【宮古市交流親善大使】 

・宮古市との交流を継続し、相互の活動を協力し合うことを目的に、主に海外の方に

委嘱する。 

・今回の委嘱が、宮古市第１号。 

 

【Fire EX.（滅火器）】 

・台湾南部・高雄出身の４人が 2000 年に結成したロックバンド。2015 年、台湾の  

音楽賞で最優秀歌曲賞を受賞。 

・東日本大震災からの復興に向け、2012 年、東北ライブハウス大作戦に参加。以降、

宮古市で撮影した MV や復興応援ソング、日台友情テーマの「希望の明日」を発表。 

・日台友好親善への貢献が評価され、「令和３年度外務大臣表彰」を受賞。 

 

【宮古市と Fire EX. （滅火器）の主なつながり】 

・2016 年２月：日本政府観光局（JNTO）の東北プロモ―ション活動において、宮古市

などで PR 動画を撮影。山本正德宮古市長を表敬。 

・2017 年３月：ネスレ日本が支援する草野球チーム「三陸鉄道キットドリームス（山

本正德監督）」が台湾を訪問。日台野球交流として、台湾芸能人チーム

との対戦をプロデュース。 

・2017 年５月：Fire EX.が宮古市を再訪。６月には、音楽野外フェス・パワーストッ

ク（田老野球場）に出演。 

・2024 年９月：宮古市の復興、再会ドキュメント撮影、ライブ出演のため来宮。 

 

【今後の取り組み】 

・FireEX.が宮古市に来る際や、宮古市が台湾において観光 PR 活動や情報発信等を 

行う際など、相互に協力を行う。 
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写真中央から左に向かって 

Fire EX. のSam
サム

（ボーカル）、ORio
オリオ

（ギター）、 K g
ケージー

（ドラムス）、 J C
ジェーシー

（ベース） 

写真中央から右に向かって 

山本正德市長、髙羽陽日台交流協会台北事務所副代表、橋本久夫市議会議長、 

西村昭二市議会産業建設常任委員長 

 

問い合わせ 

宮古市企画部企画課、秘書課 

TEL:0193-77-5021、0193-62-1417（直通） 

TEL:0193-77-5021


１ 4月1４日(月)
入港 １０:00／出港２０:00

アイーダ・ステラ
総トン数：71,３０４トン、全長：２5２ｍ、全幅：32m、船籍：イタリア
乗客定員：2,700人（ほぼドイツ人の見込み）、乗組員数：６２０人

Big Japan Tour From Tokyo
東京→神戸→釜山→金沢→新潟→秋田→函館→宮古→清水→
東京（１５日間）

２ 4月１９日(土)
入港 8:00／出港1９:00

バイキング・エデン
総トン数：４７,８４２トン、全長：２２８ｍ、全幅：２８m、船籍：中国
乗客定員：９５４人（ほぼ日本人の見込み）、乗組員数：４９９人

春の東北・北海道クルーズ ９泊１０日
神戸→釜山→境港→金沢→秋田→函館→宮古→横浜（１０日間）

３ ４月２５日(金)
入港 8:00／出港1７:00

ノールダム
総トン数：８２,８９７トン、全長：２８５ｍ、全幅：３２m、船籍：オランダ
乗客定員：２,３８０人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：８１０人

14-DAY CIRCLE JAPAN
横浜→清水→神戸→高知→広島→ソクチョ→境港→敦賀→富山
→秋田→函館→宮古→横浜（１４日間）

４ ４月2８日(月)
入港 ８:00／出港1７:00

セブンシーズ・エクスプローラー（２年連続２回目）
総トン数：５5,２５４トン、全長：２２４ｍ、全幅：３１m、船籍：マーシャル諸島
乗客定員：８０９人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：５５１人

TOKYO TO VANCOUVER
東京→常陸那珂→宮古→函館→青森→コディアック→
アンカレッジ→シトカ→ケチカン→ビクトリア→
バンクーバー（18日間）

５ ４月２９日(火)
入港 8:00／出港18:00

シーボーン・クエスト
総トン数：３２,４７７トン、全長：１９８ｍ、全幅：30m、船籍：バハマ
乗客定員：４７８人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：３３８人

20-day Pacific Passage：
Golden Week To Glacier Bay

横浜→宮古→函館→釧路→→ダッチハーバー→コディアック→
グレイシャーベイ→シトカ→ケチカン→ナナイモ→バンクーバー
（２０日間）

６ ５月１６日(金)
入港 8:00／出港1８:00

セブンシーズ・マリナー
総トン数：4８,０７５トン、全長：2１６ｍ、全幅：2６m、船籍：バハマ
乗客定員：７６９人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：４４５人

TOKYO TO SAN FRANCISCO
東京→常陸那珂→宮古→函館→室蘭→コディアック→
アンカレッジ→シトカ→クラウォック→バンクーバー→ビクトリア→
シアトル→アストリア→サンフランシスコ（２３日間）

７ ６月２７日(金)
入港 ７:00／出港1８:00

ハンセアティック・インスピレーション
総トン数：１５,６５０トン、全長：1３８m、全幅：2２m、船籍：マルタ
乗客定員：２４８人(ほぼドイツ人の見込み)、乗組員数：１７０人

Pacific Ring of Fire： Hokkaido, Aleutian 
islands and Alaska-A true explorer trilogy 
from Asia to Alaska
横浜→宮古→奥尻→函館→釧路→アダック島→ウラナスカ島→
ポポフ島→チグニック→コディアック→ホーマー→
スワード（２１日間）

2025.1.6現在

初

202５年度 宮古港へのクルーズ船寄港予定①

初

初

初

初

初

※入出港の時間などは今後変更となる可能性があります ※総トン数・全長・全幅は小数点以下第1位を四捨五入しています

Admin
テキストボックス
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2025.1.6現在202５年度 宮古港へのクルーズ船寄港予定②

８ １０月５日(日)
入港 ８:00／出港１７:00

リビエラ
総トン数：６３,２９７トン、全長：２４０ｍ、全幅：32m、船籍：マーシャル諸島
乗客定員：１,３２８人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：７７２人

SEATTLE TO TOKYO
シアトル→ケチカン→シトカ→アイシー・ストレイト・ポイント→
アンカレッジ→コディアック→ダッチハーバー→函館→宮古→
常陸那珂→東京（１９日間）

９ １０月９日(木)
入港 ９:00／出港18:00

シーボーン・クエスト（２回目）

総トン数：３２,４７７トン、全長：１９８ｍ、全幅：30m、船籍：バハマ
乗客定員：４７８人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：３３８人

2２-day Pacific Passage & 
Jewels of Japan

バンクーバー→ケチカン→クラウォック→シトカ→コディアック→
釧路→函館→宮古→石巻→常陸那珂→横浜（２２日間）

１０ １０月１９日(日)
入港 8:00／出港1７:00

セブンシーズ・エクスプローラー（３回目）

総トン数：５5,２５４トン、全長：２２４ｍ、全幅：３１m、船籍：マーシャル諸島
乗客定員：８０９人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：５５１人

TOKYO TO TOKYO
東京→仙台→宮古→釧路→室蘭→青森→酒田→釜山→清水→
東京（11日間）

１１
１０月2５日(土)
入港 ８:00／出港1７:00

ウエステルダム（２年ぶり２回目）

総トン数：８２,８６２トン、全長：２８５ｍ、全幅：３２m、船籍：オランダ
乗客定員：２,３７０人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：８１２人

15-Day CIRCLE JAPAN
横浜→御前崎→神戸→高知→博多→ソクチョ→金沢→酒田→
函館→小樽→青森→宮古→東京（15日間）

初

１２ ３月2５日(水)
入港 ７:00／出港1６:00

レガッタ（2年ぶり３回目）

総トン数：３０,２７７トン、全長：1８１ｍ、全幅：2５m、船籍：マーシャル諸島
乗客定員：６８４人（ほぼ欧米系外国人の見込み）、乗組員数：４０0人

TOKYO TO TOKYO
東京→常陸那珂→仙台→宮古→釧路→室蘭→青森→
酒田→金沢→釜山→東京（１２日間）

１３ 3月下旬 船社発表前

【２０２６年３月寄港】

※入出港の時間などは今後変更となる可能性があります ※総トン数・全長・全幅は小数点以下第1位を四捨五入しています
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横沢温泉静
せい

峰
ほう

苑
えん

木質薪ボイラーの導入について 

 

１ 目的 

宮古市は、2050 年までにＣＯ２の排出を実質ゼロにする取り組みを進めている。 

この度、横沢温泉静峰苑の灯油ボイラーの老朽化にともない、木質バイオマスを燃

料としたボイラーを新たに導入した。 

近隣において調達した薪を燃料に、エネルギーの地産地消による地域内循環を創出

する。 

１月から薪ボイラーで営業し、市内外へ脱炭素に向けた取り組み及び豊かな森林資

源の価値を発信していく。 

 

２ 削減されるCO2排出量等 

 ＣＯ２排出量 約 35 トン/年 （灯油使用量 約 14,000 リットル/年） 

 

３ 薪ボイラーの概要 

 工 期  令和６年５月 31 日～令和６年 12 月 26 日 

 工事費  38,520 千円（森林環境譲与税を活用） 

 

４ 営業開始日及び記念行事 

（１）日時 令和７年１月 25 日（土）午前 11 時～ 

（２）場所 横沢温泉静峰苑（宮古市鈴久名第４地割５番地４） 

（３）主催 特定非営利活動法人 かわい元気社（代表理事 泉 正一） 

（４）内容 ジビエ料理や市内事業者の自家焙煎コーヒーおふるまい 

香りを楽しむお風呂等を予定 

 

５ 問い合わせ 

市企画部川井総合事務所地域振興係 電話：76-2114 

メーカー 型式 
出力 

（kW） 

薪の長さ 

(cm) 

薪使用量(見込) 

(㎥/年) 

Schmid
シュミード

社（スイス） NovatronicXV55/40 40 50 78 
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６ 写真 

（１）横沢温泉静峰苑施設外観      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）薪ボイラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）薪棚・薪保管庫 

 

 

 

 

 

 



新春冬休みキャンペーン

宮古市民割 二十歳割
【期 間】
1/1(水・祝)～1/13(月・祝)
※1/7（火）は運休。

【対 象】
宮古市民
※窓口で証明できるものをご提示ください。

【期 間】
1/11(土)～1/13(月・祝)

【対 象】
平成16～17年生まれの方
※窓口で証明できるものをご提示ください。

【料 金】通 常（大人）1,500円 （小人）750円

割引後（大人）1,200円 （小人）600円

エアコン完備！
寒い冬でも船内の
キャプテンシート
で優雅に遊覧！

【お問い合わせ】

宮古うみねこ丸
（岩手県北自動車(株)宮古遊覧船事業部）

TEL 0193-65-8856
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令和 6年度埋蔵文化財センター企画展 

「近内中村遺跡の聖なる世界」開催要項 

 

□１．主旨 

市民を対象として、全国でも出土例の稀な巻貝形土器が出土した近内中村遺

跡について、発掘調査によって得られた縄文時代後期から晩期までの成果を分

かりやすく紹介することにより、北海道から東北に広がる亀ヶ岡文化圏の特質

を有する近内中村遺跡の理解を深める。 

 

□２．期間 

 令和７年１月 11 日（土）～令和７年３月 16 日（日） 

65 日間（開館日数 54 日） 

※月曜日（祝日の場合はその翌平日）は休館 

 

□３．会場 崎山貝塚縄文の森ミュージアム企画展示室（宮古市崎山 1-16-1） 

 

□４．入館料 一般 200 円 学生 150 円（高校生以下無料） 

 

□５．展示構成 

①オープニング～近内中村遺跡発掘調査の概要・調査成果～ 

近内中村遺跡の場所・発掘調査の概要を地図・表で解説する。 

 ②発掘調査写真のパネル展示～発掘調査の軌跡～ 

検出した遺構や遺物の出土状況を紹介して発掘調査を振り返る。 

 ③調査成果の展示～竪穴住居跡・竪穴状遺構～ 

数ある縄文時代後期後葉から晩期中葉までの竪穴住居跡・竪穴状遺構の 

中から、巻貝形土器が出土した第 124 号竪穴状遺構、香炉形土器・・玉・・石器

が出土した第 130 号竪穴住居跡、上杉沢型石囲炉が検出された第 257 号竪穴

住居跡についてパネル・出土品・類似資料を展示する。 

 ④調査成果の展示～土坑墓、配石遺構と獣骨・貝層ブロック～ 

竪穴住居跡・・竪穴状遺構と同様に、土坑墓、配石遺構、獣骨・・貝層ブロッ 

クについてパネル・出土品・類似資料を展示する。 

 ⑤エンディング～近内中村遺跡が評価される理由～ 

まとめとして県内・・県外の著名な遺跡と比較し、近内中村遺跡が縄文時代 

後期後葉・晩期の社会を知る上で欠かせない遺跡であることを解説する。 

 

□６．問い合わせ先 

   宮古市教育委員会文化課 江口邦泰 

〒027-0097 岩手県宮古市崎山 1-16-1 電話：0193-65-7526 FAX：0193-

65-7508 
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令和７年宮古市消防団消防出初式  

 
日時：令和７年１月１９日（日） 

場所：宮古消防署 

 

次     第 

 

１ 集合及び部隊編成 

（１）集合                     ［１０：００］ 

（２）団長に敬礼 

（３）人員、車両報告 

（４）団長訓示 

（５）団旗に敬礼 

 

２ 開会行事                    ［１０：１０］ 

（１）開式の辞 

（２）国旗に敬礼 

（３）黙とう 

（４）統監に敬礼 

（５）人員、車両報告 

（６）統監訓示 

 

３ 観  閲                    ［１０：２０］ 

 

４ 分列行進・・・末広町              ［１１：００］ 

 

５ 閉会行事                    ［１１：４０］ 

（１）祝辞 

（２）統監に敬礼 

（３）国旗に敬礼 

（４）閉式の辞 

 

６ 部隊解除                    ［１１：５０］ 

（１）団旗に敬礼 

（２）団長に敬礼 

（３）部隊解除、解散 

 

 

 

 

お問い合わせ 

市危機管理監 消防対策課消防係

（☏62－5533） 
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